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改革改善
の考え方

①問題
点

農業者に対する支援体制の充実が求められているものの、専門知識を有する支援人材が不足している。

②改革
提案

ＪＡみなみ信州、（公財）南信州・飯田産業センター等との連携による支援体制の充実を図る。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

農業者の学びの場「チャレンジ農業セミナー」を継続開催。六次産業化法に基づく総合化事業計画については、1農業生産
法人が5月に認定事業者となり、交付金事業の採択も受け事業に着手した。

総事業費①+② 2,370 33,347 946 77,729

正規職員所要時間 200 200

臨時職員所要時間

一般財源 665 650 231

人件費計（千円）② 715 715

起債

その他

県支出金 990 32,697 77,729

事業費計（千円）① 1,655 33,347 231 77,729

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　農業産業大学の開講
　　経営戦略、基礎的技術強化、異分野連携による技術革新等セミナー
２　実践研究プロジェクトの運営支援
３　農業者の総合支援機能の創設

１　セミナー等開催数
２　プロジェクト数
３　設置窓口数

１　4講座
２　0プロジェクト
３　一式

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

農産物の流通販売環境は厳しく、農産物出荷だけで利益を得ることは難しく、広い経営視点や新分野への取り組みが必要である。当
地域は、全国的に評価を得ることのできる高品質な農畜産物を生産する技術を持っており、地域の強みを活かした付加価値を高める
取り組みを進める必要がある。このため、戦略的な経営や基礎的技術の強化と異分野との連携による技術革新を、学び取得し交流する
拠点として、チャレンジ農業セミナーを開設し人材の育成を図る。また、講座等を通じ個別課題の解決に向けた実践研究を行うプロジェ
クトの立ち上げや運営支援を行う。

成果
指標

六次産業化法に基づく総合化事業計画の認定を受けた
農業者累積数（人）

2 2 2

成果
指標

セミナー講座等への参加者（人） 70 75 -

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

既存農業者の産出額（農業）：億円

販売農家数（戸） 2451
意図（どういう状態
にするか）

新分野への展開や技術革新に向けた取り組みを進める
目
的

対象（誰・何を） 農業者、生産法人、生産組織

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 13 新しい力による新しい産業づくり
基本計画上
の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

H27担当課等名 農業課 H27係等名 農村振興係 H26係等名 農村振興係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 25 終了
事務事業名 農業新分野創出・６次化推進事業

会計 一般会計
26 28

事業種別 政策

1 施策№ 13 事業№


